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ROSA Knee 使用経験に基づく Robotic TKA のメリット

共催︓第54回日本人工関節学会 ジンマー・バイオメット合同会社

第54回日本人工関節学会

Face to Faceインプラントセミナー10

日時︓2月24日（土）15:00～16:30

会場︓Face to Face インプラントセミナー会場 1

本学会のFace to Face インプラントセミナーは事前申し込み制です。
申し込みについては、学会WEBサイトもしくは弊社WEBサイトをご確認下さい。

講師

定員 20名



内容

Agenda

本セミナーでは、 ROSA® Kneeロボットシステムを使用した全人工膝関節置換術の
手術手技の異なる経験豊富な３名の先生方からご自身の臨床経験に基づいた
ご発表をしていただきます。

それぞれの手術手技における ROSA Knee ロボットシステムの使用経験

① 術前計画

② 靭帯バランスの評価とデジタルデバイスをもちいたフォロー

③ PA（Personalized Alignment）と術後の患者立脚型スコア評価

また、総合討論では3名の先生方と直接ディスカッション出来る機会も準備しております。

ご講演

「スタートアップ ROSA Knee ～2つの術前計画を用いて～」

平野 文崇 先生

「ROSA Kneeで追求する軟部組織バランス ～データで打ち砕かれた私の徒手TKA～」

五十嵐 健太郎 先生

「Personalized Alignment Vanguard IDの有用性 ～ROSA Kneeを用いて～」

椎木 栄一 先生

ディスカッション

お問い合わせ

ジンマーバイオメットインスティテュート
祖母井 利昭
toshiaki.Ubagai@zimmerbiomet.com 090-4944-7117
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